
波賀町不動の滝に
シコクスミレをたずねて

木 )1慎

揖保川の上流、引原ダムのすぐ南にかの有名な音水| 色の花、少し行くと滝への入口の休み堂がある。参詣
・赤西両渓谷が本流にそそいでいる。この両渓谷と並! 道はここから滝までジグザグの登りと迷路に似た径に
んで次に同じように原始林に包まれた深い渓谷があ! なる。
る。土地の人はカジカ渓と呼んでおり、引原川の合流 i 休み堂の附近は原始林の様相で珍らしい。この堂の
点は丁度原部落になる。入口から約2 キロの所に不動| 山側の軒下に待望のνゴスミレが稿満開をすぎて咲い
の滝( 近時は原の滝とも呼んでいる) と称する立派な| ている。盛んに根を出して株を増しているのが判る
滝がある。婦女子でも簡単に往復出来る。観光価値は| し、花も小さい、ツボメミレ程度、少し芳香がある。
あり 1度を杖ひかれることをお奨めする I; 株は小さいし 1株から出ている棄の数も少い大体1 - 2
この谷の植物採集の記録をみないので、前年葉だけ I; 枚程度、ケスミレやV ハイスミレの様にどの株にも花

をみてγコクスミレと思われるものを再確認する為| がつかない、株の割に花の数は少い。掘り起しても棄
に、筆者は兵庫生物誌上でおなじみの稲田又男氏、福 l柄も根ももろい、貧弱な首になる。然し植えると根強
国菊市氏及び小野秀次氏をお誘いして出かけた。 I く、根をのばしてよく生育する。筆者の数年のスミレ
5月 1 日山崎町から車で丁度 1時間、波賀町役場奥| 採集では播磨ではここ以外では発見出来なかった。福

谷支所前で降りる。コシクリートの橋を渡る。 満開の| 田氏によれば朝来町にも自生地があるそうだが崩土の
ムラサキケマシがすぐ自につく。 3 軒目の家の庭にサ lため絶滅したといっておられる。( 兵庫生物 V o 1 3
クラソクが櫨えてある。昨年も咲いていたが、今咲き INo. 31p.111の分)
始めで、この谷の奥に自生地があると教えて頂く。ァ l 荷を置いて付近の採集にかかる。スミレサイジシは
ワプキの大木が蓄を沢山つけている。渓流の橋を渡| もう花が終っている。向う岸の岩壁には咲き始めのヤ
る。下にオνヤグジデシダが見える。人家の前の石垣| マグノレマの大木、ヒカグツツジの満開の大木があり立
にケスミレ、ツボスミレが満開である。この谷のケス| 派である。エシレイサクもみえる。稲田氏、福田氏熱
ミレは花は大輪で色も濃い。ノダイオワの群落、満開| 心な採集ぷりで、獲物を教えて頂く。
のヒロハコ y ロシソク、美しい黄色のヒメレシグが渓| ゴケ V ノプ、キヨスミヒメワラビ、ジユクモシジジ
流沿いにみられる。少し繁みに入るとこの小径にはイ| ダ、プジジダ、オオプジジダ、イヲイタチジダ、 νノ
カリソクが多い。残念ながら殆ど花は終りに近い。肉 iプカガマ、ォνダ、ヤマソテツ、オオキジノ: オ、ホソ
色の若芽のνラキ、若芽のヒレアヂミもある。やがて| パコケジノプ、オオクジャクジダ、オオキジノ方な
林業軌道と合流する。右手の石垣の間や崩土にアカネ lど、ジダはあまり知らない筆者は一度に覚えられな
スミレ、オカスミレが見える。よくみるとオカスミレ iぃ。これらのものが5 0 m程の間に生えている。稲田氏
の方が多い。このアカネスミレは大上氏の播磨植物目| の「兵庫県羊歯植物誌」の中不動の滝とあるのはこの
録に出ているが、本生物学会で複写印刷したものには| 時の採集のものらしい。
存在疑問のマークがついていたが、 2 、3年前建部氏| 参道の密林を登る。この径のナガパノタチヅボスミ
が引原で採集されているし、同じ頃筆者も神崎郡北部| レは茎葉柄などに微毛のあるケナガパノタテヅボスミ
で確認している。ツノレクメモドキと思っていたら福田 lレである。西播の平地ではもう花が終っているが、こ
氏にイワワメヅノレと教えられる。 Iこは満開である。ジユワモシジジダは沢山ある o i/ハ
軌道は事務所の所で終る。前年この事務所の庭で少| イスミレ稀、このνハイスミレは音水、赤西ではみか
し分けて頂いたサクラソクは株も沢山殖えて立派であ| けなかったが、ここでみえたのは珍らしかった。クジ
る。お干しをのべて今年はその自生地もたずねたいと言| ヤクジダ、タニギキヨク、イチリシソワが見つかる。
ったところ、もう一株もないときき残念がる。この谷| 岩場にイワタパゴ、クジャクジダ、イカリソクが沢山
のサクラソクは又波賀町役場のすぐ北の人家の庭に約| 見られる。なかなか立派な株がある。ヒカグツツジ、
2米平方ばかり櫨えているのが車窓からみえる。 JI¥辺| 咲き残りのイワクチワが出て来る。
にはミヅパウツギが満開、ホオノキはやっと芽を出し| 滝の見える岸に出る。昼なお培い密林、その古木の
たばかり。杉木立の下はオオタテツボスミレの淡青紫 j 幹に一面ムギラシ、ヨクラクラシ、福田氏には珍らし

- 3 8 5 -
( 以下357ページへ)


